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いた（オッズ比 6.297 倍）…，患者の不安を和らげる関わりができたと感じていた（オッズ比 5.247 倍），他の
実習で患者と関係を形成するときに困難感を感じていた…（オッズ比 0.361 倍）であった．












































































































































質問への回答は ｢多くない ｣，｢ あまり多くない ｣，｢








































































感じた ｣とし，｢やや感じた ｣，｢あまり感じなかった ｣，
｢全く感じなかった ｣と回答したものを ｢感じなかった
｣の 2値にした．学生のコミュニケーションのとらえ方
については，｢多い ｣ と回答したものを ｢多い ｣ とし，
｢やや多い ｣，｢ あまり多くない ｣，｢ 多くない ｣を ｢ 少
ない ｣ の 2 値に分けた．学生の終末期患者との援助関
係形成への経験については，援助関係形成への経験をよ
くしている学生の特徴を知るために，｢とてもよくあて





























課程 26校に在籍する看護学生 1092 名に調査用紙を配










で，23 歳未満が 91 名（60.3％），23 歳以上が 60 名
（39.7％）で，最小値 20 歳，最大値は 45 歳であった．
性別は女性が145名（94.8％），男性が8名（5.2％）であっ

























から読み取る ｣（p ＜ 0.01）…，｢ 患者の気持ちを表情や
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